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A note on airport marketing
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Abstract The increasing significance of airports in Japan due to the country’s inbound tourist
policy and the upcoming Tokyo Olympic Games in 2020 raises the necessity of

focusing on a still not widely spread area in airport business, i.e. airport marketing. In

this research note, the research team gives an overview of airport marketing by first

reviewing research on airport business, and then identifying the relation between

airport business and airport marketing. The team points out that airport marketing can

be expanded to the aspects of the aviation side at airports by analyzing the case of the

construction of a second runway at Chubu Centrair International Airport.
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	３．初期の空港研究
	４．その後の展開：空港運営から空港マーケティングへ
	４．空港マーケティングの可能性と課題について
	５．航空ビジネスとの両立：中部国際空港の滑走路整備との関わりで
	本学の地元空港である中部国際空港では、第2滑走路整備の必要性がしばしば主張される。2016年1月には、国際線就航便数が週359便という過去最高数になり、滑走路のメンテナンス等に必要な時間の確保のためにも、2本目の滑走路建設が求められるようになってきた。
	1本の場合では、(1)滑走路上での事故災害の場合の空港閉鎖というリスクの存在、(2)メンテナンス時の稼働停止の問題などが主たる問題点として挙げられることが多い。
	これらの問題への対応として滑走路を増設することは重要であるが、他方で、それに見合った需要が存在するかどうかも、重要な課題である。
	それを考える際の視点として、今後の需要と空港のキャパシティのバランスである。需要予測については、旅客数が増えるという予想が国土交通省等によって示されている。もちろん旅客数が予測通りにならないこともあるが、インバウンド推進などの方針も伴って、増加傾向にあると考えるのは妥当であろう。
	他方で、国内全般ではなく個々の空港に目を向ける必要もある。国内の幹線空港及び同等の乗降客数の空港を見ると、全て滑走路が2本以上か、1本でも増設検討中である。この点で、中部国際空港の滑走路整備の必要性は需要と供給のバランスという点で妥当性を有するのではないだろうか。
	更に、本研究ノートのテーマである空港マーケティングの視点から1点付記したい。
	第2節で記したように、中部国際空港株式会社決算説明会資料によれば、セントレアへの来場者数は毎年1000万人以上に上っている。このことは、テナント・イベント等といった空港自体の魅力の高さが存在していると指摘できる。
	このことは認証評価にも表れており、ACI（国際空港評議会）監修の顧客サービスに関する国際空港評価「ASQ (Airport　Service Quality)」において、中部国際空港は度々高評価を得ている。例えば旅客数規模別で4年連続で１位を獲得したこともある。
	こうした空港自体の魅力の高さは、旅客者数、特にインバウンドの増加に役立つ貢献する。空港の魅力度向上という点では、空港周辺への企業誘致や、近年ではトランジット旅客を対象としたトランジットツアーの企画などが挙げられるが、空港そのものの魅力を高めることでインバウンドが増える可能性も存在し、その点で中部国際空港は大きなポテンシャルを持っていると言えよう。
	この意味で、滑走路増設と空港マーケティングは両立するような互酬な関係にあるといえ、ここでも空港マーケティングの視点が活きてくるといえよう。
	６．結びに代えて



